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บทความพิเศษ

การสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม

Masahiro UEKI

นักวิจัย Center for Japanese-Language Testing เจแปนฟาวนเดช่ัน

《はじめに》

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

は、日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える方
かた

にとっても、

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ方
かた

にとっても、非
ひ

常
じょう

に関
かん

心
しん

の高
たか

いものだ

と思
おも

います。その日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が来
らい

年
ねん

から新
あたら

しい試
し

験
けん

に変
か

わります。日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホームページ (http://

www.jlpt.jp/) では、『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイド

ブック』と『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」問
もんだいれ い

題例集
しゅう

』が

すでに公
こう

開
かい

されています。詳
くわ

しくはガイドブックや問
もん

題
だい

例
れい

集
しゅう

をご覧
らん

いただきたいと思
おも

いますが、ここでは新
あたら

しい試
し

験
けん

で何
なに

が変
か

わるのかということを簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

し

たいと思
おも

います。

新
あたら

しい日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

( 以
い

下
か

、新
しん

試
し

験
けん

) の改
かい

定
てい

のポイ

ントは四
よっ

つあります。

(1) 課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を

測
はか

ります

(2) レベルを４段
だん

階
かい

から５段
だん

階
かい

に増
ふ

やします

(3) 「得
とく

点
てん

等
とう

化
か

」を行
おこな

います

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト』( 仮
か

称
しょう

) を公
こう

開
かい

します

以
い

下
か

では、それぞれのポイントについて詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

していきます。

《改
かい

定
てい

のポイント》

(1) 課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
のための言

げん
語
ご
コミュニケーション能

のう
力
りょく
を測
はか

ります
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

には、文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

や文
ぶん

法
ぽう

のように言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を測
はか

る部
ぶ

分
ぶん

と、読
どっ

解
かい

や聴
ちょう

解
かい

のように運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を測
はか

る部
ぶ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

試
し

験
けん

センター

研
けん

究
きゅう

員
いん

植
うえ

木
き

正
まさ

裕
ひろ

新
あたら

しい日
に

本
ほ ん

語
ご

能
の う

力
りょく

試
し

験
け ん

について

ที่มา

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นเปนส่ิงท่ีอยูในความสนใจของครูผูสอน

และผูเรยีนภาษาญีปุ่นเปนอยางมาก และต้ังแตปหนาเปนตนไป ขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุนจะมีการเปลี่ยนแปลงเปนรูปแบบใหม ซึ่งไดมีการ

เผยแพร “คูมือการสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” และ “ตัวอยาง

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นแบบใหม” บนเวบ็ไซตของการสอบวัดระดบั 

ภาษาญี่ปุน (http://www.jlpt.jp/) ไวเรียบรอยแลว สําหรับรายละเอียด

ตางๆ ทานสามารถหาอานไดในคูมือและตัวอยางขอสอบ ในบทความ

นี้จะขอกลาวถึงสวนที่มีการเปลี่ยนแปลงในขอสอบแบบใหม

สวนที่มีการปรับเปลี่ยนในขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม 

(ตอไปจะขอเรียกวา “ขอสอบแบบใหม”) มีอยูทั้งหมด 4 เรื่องดังนี้

1. มีการวัดความสามารถในการส่ือสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จ 

 ลุลวง

2. มีการเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับมาเปน 5 ระดับ

3. มีการปรับเทียบคะแนนการสอบ

4. มกีารเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดบัภาษาญีปุ่น” 

 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

ตอจากนี้จะขออธิบายรายละเอียดของการปรับเปล่ียนในแตละ

เรื่อง

จุดที่ปรับเปลี่ยน

(1) การวัดความสามารถในสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง

ขอสอบเดิมที่ใชอยูในปจจุบัน จะมีขอสอบที่เปนการวัดความรู 

ตัวภาษาอยาง           (ตัวอักษร・คําศัพท)        (ไวยากรณ)    文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

文
ぶん

法
ぽう
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分
ぶん

があります。新
しん

試
し

験
けん

でも、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

の両
りょう

方
ほう

を測
はか

りますが、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を利
り

用
よう

してコミュニケーシ

ョン上
じょう

の課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

する能
のう

力
りょく

という運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

をより重
じゅう

視
し

します。

ここでいう「課
か

題
だい

」とは、たとえば、「天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

を

聞
き

いて、東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」のように、何
なん

らか

の目
もく

標
ひょう

や目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために、積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

むも

のを言
い

います。課
か

題
だい

には、手
て

紙
がみ

やメールなどへの返
へん

事
じ

、

ビジネスでの交
こう

渉
しょう

のように言
げん

語
ご

を使
つか

う課
か

題
だい

もあれば、

電
でん

車
しゃ

での移
い

動
どう

、機
き

械
かい

の修
しゅう

理
り

のように言
げん

語
ご

を使
つか

わない課
か

題
だい

もありますが、新
しん

試
し

験
けん

では言
げん

語
ご

を使
つか

って遂
すい

行
こう

する課
か

題
だい

を扱
あつか

います。また、課
か

題
だい

としては、「学
がく

習
しゅう

」「就
しゅう

業
ぎょう

」

「生
せい

活
かつ

」という三
みっ

つの状
じょう

況
きょう

の中
なか

で、取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

が高
たか

そ

うな課
か

題
だい

を扱
あつか

います。

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のために必
ひつ

要
よう

な言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や運
うん

用
よう

能
のうりょく

力

について、「東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」の例
れい

に戻
もど

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に考
かんが

えてみます。まず、「晴
は

れ」「くもり」「雨
あめ

」な

どの天
てん

気
き

を表
あら

わす語
ご

や、「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は

雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」のような文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

に関
かん

する

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

です。また、天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

では、今
き ょ う

日の天
てん

気
き

、

明
あ し た

日の天
てん

気
き

、気
き

温
おん

、降
こう

水
すい

確
かく

率
りつ

の順
じゅん

で説
せつめい

明がされるとい

うような、話
はなし

の流
なが

れに関
かん

する知
ち

識
しき

も必
ひつ

要
よう

です。さらに、

予
よ

報
ほう

で取
と

り上
あ

げられるたくさんの情
じょう

報
ほう

の中
なか

から、「東
とう

京
きょう

」の「明
あ し た

日」の天
てん

気
き

の情
じょう

報
ほう

だけを聞
き

き取
と

ることも必
ひつ

要
よう

です。

また、現
げん

実
じつ

の課
か

題
だい

の中
なか

には、読
よ

んだり聞
き

いたりする

だけでなく、「メールや電
でん

話
わ

で待
ま

ち合
あ

わせの相
そう

談
だん

をする」

のように、書
か

いたり話
はな

したりしないと達
たっ

成
せい

できない課
か

題
だい

もあります。そのような課
か

題
だい

では、どのような内
ない

容
よう

を伝
つた

えないといけないか、どのような表
ひょう

現
げん

で伝
つた

えれば

いいか、などの言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

になります。

新
しん

試
し

験
けん

でもこのような課
か

題
だい

を扱
あつか

うことはありますが、

解
かい

答
とう

方
ほうほう

法については現
げん

行
こう

試
し

験
けん

と同
どう

様
よう

、選
せん

択
たく

枝
し

によるマ

ークシート方
ほう

式
しき

で行
おこな

います。また、書
か

いたり話
はな

したり

する能
のう

力
りょく

を直
ちょく

接
せつ

測
はか

る試
し

験
けん

科
か

目
もく

はありません。

(2) レベルを４段
だん
階
かい
から５段

だん
階
かい
に増
ふ
やします

これまで、３級
きゅう

に合
ごう

格
かく

した人
ひと

から「なかなか２級
きゅう

に

合
ごう

格
かく

できない」という声
こえ

が多
おお

く聞
き

かれていました。こ

のような状
じょう

況
きょう

に対
たい

応
おう

するため、現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４段
だん

階
かい

( １

級
きゅう

、２級
きゅう

、３級
きゅう

、４級
きゅう

) に対
たい

して、２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

に新
あたら

しく１段
だん

階
かい

増
ふ

やして５段
だん

階
かい

にします。新
しん

試
し

験
けん

の５段
だんかい

階

は、Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３、Ｎ４、Ｎ５と呼
よ

びます。レベ

และขอสอบที่วัดความสามารถในการใชภาษาอยาง         (การอาน)

  (การฟง) ในขอสอบแบบใหมก็มีการวัดทั้งความรูตัวภาษาและ

ความสามารถในการใชภาษาทั้งสองอยางเชนเดียวกัน แตจะใหความ

สําคัญกับความสามารถในการนําความรูตัวภาษาไปสื่อสารใหไดตาม

ภารกิจที่ตองการมากขึ้น

“ภารกิจ” ในที่นี้หมายถึง การพยายามที่จะรับสงสารเพื่อใหจุดมุง

หมายหรือวัตถุประสงคบางอยางสําเร็จลุลวง เชน “การฟงพยากรณ

อากาศเพื่อที่จะทราบสภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” ในภารกิจ

นั้น จะมีภารกิจที่จะจําเปนตองใชภาษา เชน การตอบจดหมายหรือ

อีเมลเพื่อตอรองในทางธุรกิจ และภารกิจที่ไมจําเปนตองใชภาษา เชน

การเดินทางโดยรถไฟฟา การซอมเครื่องมืออุปกรณตางๆ แตใน

ขอสอบแบบใหมจะใชตวัภารกจิที่ใชภาษา โดยจะเปนภารกจิทีเ่กีย่วของ 

กับสถานการณ “การเรียน” “การทํางาน” “การดํารงชีวิต” ที่มีความ

จําเปนในการใชภาษาอยางมากในสถานการณทั้ง 3 แบบ

ขอยอนกลับไปตัวอยาง “การฟงพยากรณอากาศเพ่ือท่ีจะทราบ

สภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” เพื่ออธิบายเกี่ยวกับการนํา

ความรูตัวภาษาที่จําเปนไปใชเพ่ือใหภารกิจท่ีตองการสําเร็จลุลวง 

อันดับแรก ตองมีความรูเรื่องศัพทเกี่ยวกับสภาพอากาศ เชน 

      และจะตองมีความรูเกีย่วกบัโครงสรางประโยค เชน

           นอกจากนีย้งัจาํเปนตองมี

ความรูเกี่ยวกับลําดับในการนําเสนอการพยาการณอากาศวาจะมีการ

อธิบายตามลําดับดังนี้ “สภาพอากาศของวันนี้” “สภาพอากาศของวัน

พรุงนี้” “อุณหภูมิ” “เปอรเซนตที่ฝนจะตก” และในการพยากรณอากาศ

จะมีขอมูลตางๆ มากมาย ผูสอบจะตองสามารถฟงแยกแยะขอมูลที่

เปนสภาพอากาศของ “วันพรุงนี้” ของ “โตเกียว” ได

นอกจากนี้ในชีวิตประจําวันไมใชมีเพียงการอานและการฟง

เทานั้น ยังมีการเขียนและการพูด เชน “การตกลงนัดหมายกันทาง

อีเมลหรือทางโทรศัพท“ ในการที่จะทําใหภารกิจบรรลุตามที่ตองการ 

จะตองมีความรูทางดานภาษาและความสามารถในการใชภาษาวาจะ

ถายทอดเนื้อหาเชนไร และควรจะใชสํานวนใด ในขอสอบแบบใหมก็

จะมเีรื่องการเขียนและการพูดดวย แตวิธีการตอบจะเปนรูปแบบ mark 

sheet ที่ใหเลือกตัวเลือกเชนเดียวกับขอสอบปจจุบัน จะไมมีขอสอบที่

วัดความสามารถโดยใหเขียนหรือพูดเอง

(2) การเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับ มาเปน 5 ระดับ
ที่ผานมามีเสียงจากผูที่สอบผานระดับ 3 เขามาคอนขางหนาหูวา 

“สอบผานระดับ 2 ไดยาก” เพื่อแกไขสถานการณนี้ ไดมีการเพิ่มระดับ

อีก 1 ระดับระหวางระดับ 2 กับระดับ 3 โดยจากปจจุบันที่มี 4 ระดับ 

(ระดับ 1 2 3 และ 4) เปน 5 ระดับ สําหรับระดับ 5 ระดับของขอสอบ

แบบใหมนี้จะเรียกวา N1 N2 N3 N4 N5 ตัว N ในชื่อระดับนั้นหมายถึง 

「晴
は

れ」

「くもり」「雨
あめ

」 「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」

聴
ちょう

解
かい

「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」
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ル名
めい

のＮは、「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」を

表
あらわ

しています。

Ｎ４とＮ５では、主
おも

に教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐらい理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。Ｎ１とＮ２で

は、社
しゃ

会
かい

の幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
し

用
よう

される日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐら

い理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。そして、新
あたら

しく設
もう

けるＮ

３は、「日
にち

常
じょう

的
てき

な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる」レベルにあたります。「幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

での日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ１、Ｎ２と、教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ「基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ４、Ｎ５の、「橋
はし

渡
わた

し」のレベルという位
い

置
ち

づけです。

現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の級
きゅう

と、新
しん

試
し

験
けん

のレベルの対
たい

応
おう

は次
つぎ

のよう

になります。

Ｎ１
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

よりやや高
たか

めのレベルまで測
はか

れるように

なります。

合
ごう

格
かく

ラインは現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

とほぼ同
おな

じです。

Ｎ２ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ３ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

のレベルです。( 新
しん

設
せつ

)

Ｎ４ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の３級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ５ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

また、各
かく

レベルの認
にん

定
てい

の目
め

安
やす

については、「読
よ

む」

「聞
き

く」という二
ふた

つの言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

について、「何
なに

ができるか」

というかたちで表
あらわ

されています。

ในระดับ N4 และ N5 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษา

ญี่ปุนขั้นพื้นฐานที่เรียนมาในหองเรียนไดเทาไร สวนระดับ N1 และ 

N2 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในสังคมไดมากนอยเทาไร สําหรับระดับ N3 ซึ่งเพิ่มเขามาใหม

นั้นจะเปนระดับของผูที่ “สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจํา

วันไดในระดับหนึ่ง” ซึ่งเปนระดับที่เปรียบเหมือนเปน “สะพานเชื่อม” 

ระหวาง N1 และ N2 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในวงกวาง” กับระดับ N4 และ N5 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุน

ขั้นพื้นฐาน”

เมื่อเทียบระดับของขอสอบแบบใหมกับขอสอบปจจุบันจะเปน

ดังนี้

N1

วัดตั้งแตระดับ 1 ของขอสอบปจจุบันถึงระดับที่คอนขางสูง

ขึ้นไปอีก

เกณฑการสอบผานจะเทียบเทากับขอสอบระดับ 1 ในปจจุบัน

N2 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 2 ในปจจุบัน

N3 ระดับระหวางขอสอบระดับ 2 และระดับ 3 ในปจจุบัน (ระดับใหม)

N4 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 3 ในปจจุบัน

N5 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 4 ในปจจุบัน

ในเกณฑมาตรฐานที่กําหนดของแตละระดับ จะแสดงผลทักษะ 2 

ดาน คือ “การอาน” และ “การฟง” วาผูที่สอบผาน “มีความสามารถ

ทําอะไรได”

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N1

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณตางๆ ในวงกวางได

[การอาน]  - อานบทความ บทวิจารณในหนังสือพิมพท่ีเขียน

             เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวางหรือขอความท่ี

             เปนแนวตรรกะ มีความซับซอน มีความเปน

             นามธรรมสูง แลวสามารถเขาใจโครงสรางและ

             เน้ือหาได

           - อานเร่ืองท่ีมีหัวขอหลากหลายและมีเน้ือหาลึกซ้ึง

             แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ืองและรายละเอียด

             ของส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]  -  ฟงบทสนทนา ขาว การบรรยายท่ีมีเร่ืองราวใน

             สถานการณตางๆ โดยมีระดับความเร็วในการพูด

             ท่ีเปนธรรมชาติ แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ือง

             เน้ือหา ความสัมพันธของบุคคลและโครงสราง

             ความเปนมาของเน้ือหาอยางละเอียดและจับ

             ประเด็นได

N2

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณชีวิตประจําวันได 

และสามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณในวงกวางได

ในระดับหน่ึง

レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N1

幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

の論
ろん

説
せつ

、評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

理
り

的
てき

にやや複
ふく

雑
ざつ

な文
ぶんしょう

章や抽
ちゅうしょう

象度
ど

の高
たか

い

文
ぶん

章
しょう

などを読
よ

んで、文
ぶん

章
しょう

の構
こう

成
せい

や内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

ることができる。

 ・さまざまな話
わ

題
だい

の、内
ない

容
よう

に深
ふか

みのある読
よ

み物
もの

を

読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや詳
しょう

細
さい

な表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

する

ことができる。

【聞
き

く】 ・幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

における、自
し

然
ぜん

なスピードの、まと

まりのある会
かい

話
わ

やニュース、講
こう

義
ぎ

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

や内
ない

容
よう

の論
ろん

理
り

構
こう

成
せい

などを詳
しょう

細
さい

に理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

する

ことができる。

N2

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

に加
くわ

え、より幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することがで

きる
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レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N2

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

・解
かい

説
せつ

、平
へい

易
い

な評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

旨
し

が明
めい

快
かい

な文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

することができる。

 ・一
いっ

般
ぱん

的
てき

な話
わ

題
だい

に関
かん

する読
よ

み物
もの

を読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

に加
くわ

えて幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で、自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードの、まとまりのある会
かい

話
わ

やニュース

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

を

理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

したりすることができ

る。

N3

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

すること

ができる

【読
よ

む】 ・日
にちじょうてき

常的な話
わ

題
だい

について書
か

かれた具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を

表
あらわ

す文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

 ・新
しん

聞
ぶん

の見
み

出
だ

しなどから情
じょう

報
ほう

の概
がい

要
よう

をつかむこと

ができる。

 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で目
め

に触
ふ

れる範
はん

囲
い

の難
なん

易
い

度
ど

がやや

高
たか

い文
ぶん

章
しょう

は、言
い

い換
か

え表
ひょう

現
げん

が与
あた

えられれば、要
よう

旨
し

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、やや自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードのま

とまりのある会
かい

話
わ

を聞
き

いて、話
はなし

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

などとあわせてほぼ理
り

解
かい

でき

る。

N4

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・基
き

本
ほん

的
てき

な語
ご

彙
い

や漢
かん

字
じ

で書
か

かれた日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

で

も身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

の文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することが

できる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、ややゆっくりと話
はな

される会
かい

話
わ

であれば、内
ない

容
よう

がほぼ理
りか い

解できる。

N5

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・ひらがなやカタカナ、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

で用
もち

いられる基
き

本
ほん

的
てき

な漢
かん

字
じ

で書
か

かれた定
てい

型
けい

的
てき

な語
ご

句
く

や文
ぶん

、文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・教
きょう

室
しつ

や、身
み

の回
まわ

りなど、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

でもよく

出
で

会
あ

う場
ば

面
めん

で、ゆっくり話
はな

される短
みじか

い会
かい

話
わ

であ

れば、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を聞
き

き取
と

ることができる。

(3) 「得
とく
点
てん
等
とう
化
か
」を行

おこな
います

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は毎
まい

回
かい

異
こと

なるものが出
しゅつ

題
だい

されるため、試
し

験
けん

問
もん

題
だい

をどんなに慎
しん

重
ちょう

に作
さく

成
せい

しても、試
し

験
けん

の難
なん

易
い

度
ど

は毎
まい

回
かい

変
へん

化
か

します。試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

も、難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けて

しまいます。

そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、テスト理
り

論
ろん

の「等
とう

化
か

」という

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N2

[การอาน] - อานบทความที่มีประเด็นชัดเจนอยางเชน

            บทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารที่เขียน

            เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวาง หรือคําอธิบาย

            หรือบทวิจารณงายๆ แลวสามารถเขาใจเน้ือหา

            ของบทความได

- อานเร่ืองท่ีมีหัวขอท่ัวๆ ไป แลวสามารถเขาใจ

             ลําดับเน้ือเร่ืองและส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]    - ฟงบทสนทนา ขาว ท่ีมีเร่ืองราวในสถานการณ

            ตางๆ รวมท้ังสถานการณท่ีใชในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดท่ีเปนธรรมชาติ 

            แลวสามารถเขาใจลําดับเนื้อเรื่อง เนื้อหา

            ความสัมพันธของบุคคลและจับประเดน็ได

N3

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจําวันไดในระดับ 

หนึ่ง

[การอาน] - อานบทความท่ีมีเน้ือหาเปนรูปธรรมท่ีเปนหัวเร่ือง

            เกี่ยวกับชีวิตประจําวัน แลวสามารถเขาใจได

          - สามารถจับใจความคราวๆ ของขอมูลท่ีมาจาก

            หัวขอขาว เปนตน

          - หากใหขอความที่ใชสํานวนอีกแบบหนึ่ง จะ

            สามารถเขาใจใจความสาํคัญของขอความที่

            พบเห็นในชีวิตประจําวันท่ีคอนขางมีความยากได

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาที่เปนเรื่องราวในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดที่ใกลเคียงกับ

            ระดับธรรมชาติ แลวสามารถพอจะเขาใจเน้ือหา

            รวมทั้งความสัมพันธของบุคคลได

N4

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานได

[การอาน] - อานเรื่องที่ใกลตัวในชีวิตประจําวันที่เขียน

            ดวยคาํศัพทและคันจิขั้นพื้นฐานแลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาในชีวิตประจําวันท่ีพูดอยางชาๆ

            แลวพอจะเขาใจ

N5

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานไดในระดับหนึ่ง

[การอาน] - อานวลี ประโยคหรือขอความที่เขียนดวย

            ฮิระงะนะ คะตะคะนะและคันจิขั้นพื้นฐาน

            ใชในชีวิตประจําวัน  แลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาส้ันๆ ท่ีพูดอยางชาๆ ในสถานการณ

            ที่มักพบเห็นในชีวิตประจําวันอยางเชน

            ในหองเรียนหรือสถานการณใกลตัว แลว

            พอจะจับขอมูลที่สําคัญได

(3) การปรับเทียบคะแนนการสอบ
เนือ่งจากขอสอบทีอ่อกมาทกุคร้ังจะไมเหมอืนกนั ความยากงาย 

ของขอสอบกจ็ะแปรผนัไปทกุครัง้ ไมวาจะระมดัระวงัในการออกขอสอบ 

อยางไรก็ตาม คะแนนที่ไดก็จะผกผันไปตามความยากงายของ

ขอสอบ

ดังนั้น ขอสอบแบบใหมจะใช “การปรับเทียบคะแนนการสอบ” 
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方
ほうほう

法によって、常
つね

に共
きょう

通
つう

の尺
しゃく

度
ど

上
じょう

の得
とく

点
てん

で試
し

験
けん

結
けっ

果
か

を

表
あらわ

すようにします。

これによって、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けな

くなるので、合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

の基
き

準
じゅん

が一
いっ

定
てい

し、 公
こう

平
へい

さが保
たも

た

れます。また、尺
しゃく

度
ど

が共
きょう

通
つう

なので、異
こと

なる回
かい

の試
し

験
けん

の

得
とく

点
てん

を比
ひ

較
かく

することができます。さらに、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が比
ひ

較
かく

できることで、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

本
ほん

人
にん

が自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

の伸
の

び

を確
かく

認
にん

したり、次
つぎ

の学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

することもできま

す。

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト』(仮
か
称
しょう
)を公

こう
開
かい

します
試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

や合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

だけでは、日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に何
なに

ができるのかがわかりません。そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、各
かく

レベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

が、日
に

本
ほん

語
ご

を使
し

用
よう

して実
じっ

際
さい

にどのようなことができると「考
かんが

えているか」を、「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト」(仮
か

称
しょう

)として公
こう

開
かい

します。

このリストを見
み

ることで、合
ごう

格
かく

者
しゃ

本
ほん

人
にん

やまわりの人
ひとびと

々

が、このレベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

は日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って何
なに

ができそ

うかを推
すい

測
そく

することができます。

リストは現
げん

在
ざい

作
さく

成
せい

中
ちゅう

ですが、具
ぐ

体
たい

的
てき

な記
き

述
じゅつ

例
れい

として

一
いち

部
ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。

 聞
き

く 学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

、公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

でのアナウンスを聞
き

いて、大
おお

ま

かな内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

話
はな

す アルバイトや仕
し

事
ごと

の面
めん

接
せつ

などで、希
き

望
ぼう

や経
けい

験
けん

を詳
くわ

しく述
の

べることができる。

読
よ

む 関
かん

心
しん

のある話
わ

題
だい

に関
かん

する新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

を読
よ

んで、 内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

書
か

く 感
かん

謝
しゃ

や謝
しゃ

罪
ざい

、感
かん

情
じょう

を伝
つた

える手
て

紙
がみ

やメールが書
か

ける。

リスト公
こう

開
かい

時
じ

には、上
うえ

のような言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

と新
しん

試
し

験
けん

の

レベルを対
たい

応
おう

づけたかたちで公
こう

開
かい

します。「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト」（仮
か

称
しょう

）は、2010 年
ねん

度
ど

中
ちゅう

に公
こう

開
かい

する予
よ

定
てい

です。

《新
あたら
しい問

もん
題
だい
形
けい
式
しき
》

新
しん

試
し

験
けん

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーシ

ョン能
のう

力
りょく

を測
はか

るという目
もく

的
てき

のため、問
もんだいけ い し き

題形式にもさま

ざまな変
へん

更
こう

が加
くわ

えられました。ここでは、運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を

測
はか

る読
どっ

解
かい

と聴
ちょう

解
かい

について、新
しん

試
し

験
けん

で新
あたら

しく加
くわ

わった問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

について簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

します。

ของทฤษฎีการวัดและประเมินผลในการแสดงผลการสอบ โดยคะแนน

ที่ไดจะเปนมาตรฐานการวัดที่ออกมาเหมือนกันทุกครั้ง

จากการที่คะแนนสอบไมผกผันไปตามความยากงายของขอสอบ 

จะทําใหเกณฑการตัดสินในการสอบผานหรือไมผานมีมาตรฐานและ

ยุติธรรม นอกจากนี้มาตรฐานการวัดจะเหมือนเดิมทุกครั้ง จึงสามารถ

เปรียบเทียบคะแนนกับขอสอบครั้งอื่นๆ ได และการที่เปรียบเทียบ

กับคะแนนสอบครั้งอื่นๆ ได ทําใหผูเรียนทราบถึงความสามารถของ

ตนเองวาพัฒนาไปมากนอยแคไหน และยังสามารถกําหนดเปาหมาย

การเรียนรูในระดับตอไปไดอีกดวย

(4) การเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดับภาษาญ่ีปุน”  
 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

เพียงคะแนนสอบและเกณฑการตัดสินวาสอบผานหรือไมนั้น ไม

ทําใหทราบไดวาผูสอบนั้นสามารถใชภาษาญี่ปุนในเรื่องใดไดบาง ดัง

นั้น ในการสอบแบบใหมจะมีการเผยแพร “Can-do List ของขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุ น” (ชื่ออยางไมเปนทางการ) วาผูที่สอบผานใน

แตละระดับสามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรไดบาง

จากการดู List นี้ ผูที่สอบผานและบุคคลรอบขางจะสามารถ

ประมาณไดวาผูที่สอบผานในระดับนี้สามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรได

บาง

List นี้กําลังอยูในระหวางการจัดทํา ในที่นี้จะขอแนะนําสวนหนึ่ง

ที่เปนตัวอยางการระบุความสามารถใหเห็นอยางเปนรูปธรรม

การฟง
ฟงการประกาศในโรงเรียน ในที่ทํางาน ในสถานที่

สาธารณะ แลวเขาใจเนื้อหาคราวๆ ได

การพูด
สามารถบอกความประสงคและประสบการณในตอน 

สัมภาษณงานพิเศษหรืองานไดอยางละเอียด

การอาน
อานบทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารเกี่ยวกับ

หัวขอที่สนใจ แลวสามารถเขาใจเนื้อหาได

การ

เขียน
สามารถเขียนจดหมายหรืออีเมลเพื่อแสดงความรูสึก 

ขอบคุณหรือขอโทษได

ในการเผยแพร List จะระบุระดับขอสอบแบบใหมพรอมกับ

ทักษะภาษาดังขางตนดวย ซึ่งมีกําหนดการที่จะเผยแพรภายใน

ปงบประมาณ 2553

รูปแบบขอสอบใหม

เน่ืองจากขอสอบแบบใหมมีวัตถุประสงคในการวัดความสามารถ

ในการสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง จึงมีการปรับเปลี่ยนเพิ่มเติม

รูปแบบตางๆ ในขอสอบ ในที่นี้จะขอแนะนํารูปแบบที่มีการเพิ่มเติม

เขาไปใหม  ซึ่งเปนการวัดทักษะการใชภาษาดานการอานและการฟง
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■読
どっ
解
かい

読
どっ

解
かい

の目
もく

標
ひょう

は、テキストから何
なん

らかの情
じょう

報
ほう

を得
え

るこ

とです。新
しん

試
し

験
けん

の「読
どっ

解
かい

」では、「どのようなテキスト

から」「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」の二
ふた

つの観
かん

点
てん

から課
か

題
だい

を設
せっ

定
てい

します。

まず「どのようなテキストから」については、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

を考
こう

慮
りょ

した上
うえ

で、次
つぎ

のような多
た

様
よう

な

テキストを扱
あつか

います。

テキストの

話
わ

題
だい

・内
ない

容
よう

学
がく

習
しゅう

に関
かん

するもの、生
せい

活
かつ

の中
なか

で目
め

に触
ふ

れる実
じつ

用
よう

的
てき

な

もの、仕
し

事
ごと

に関
かん

するものなど

テキストの

種
しゅ

類
るい

説
せつ

明
めい

文
ぶん

、意
い

見
けん

文
ぶん

、評
ひょう

論
ろん

、エッセイなど

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

、仕
し

事
ごと

で使
つか

われる文
ぶん

書
しょ

など

テキストの

形
けい

式
しき 一

いっぱん

般的
てき

な文
ぶん

章
しょう

形
けい

式
しき

、箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

など

次
つぎ

に「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」ですが、テキスト

の読
よ

み方
かた

には次
つぎ

の四
よっ

つのタイプがあります。

テキストの全
ぜん
体
たい

テキストの一
いち
部
ぶ

迅
じん

速
そく

に Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む

注
ちゅういぶか

意深く Ｃ．全
ぜん

体
たい

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む

これらの観
かん

点
てん

を整
せい

理
り

して問
もん

題
だい

構
こう

成
せい

を検
けん

討
とう

した結
けっ

果
か

、

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」と「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」は、関
かん

連
れん

がある複
ふく

数
すう

のテキストを比
ひ

較
かく

し

たり統
とう

合
ごう

したりする問
もん

題
だい

です。たとえば、同
おな

じ話
わ

題
だい

に

ついて違
ちが

う立
たち

場
ば

から書
か

かれた二
ふた

つのテキストを読
よ

んで、

共
きょう

通
つう

点
てん

や相
そう

違
い

点
てん

を理
り

解
かい

するような問
もん

題
だい

です。「どのよう

なテキストから」という観
かん

点
てん

ではさまざまなものが考
かんが

えられますが、「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む」

に該
がい

当
とう

します。

「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」は、テキストの中
なか

から、目
もく

的
てき

などに合
あ

わ

せて必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

す問
もん

題
だい

です。たとえば、アル

バイトの募
ぼ

集
しゅう

広
こう

告
こく

に対
たい

して、全
ぜん

体
たい

をざっと見
み

て募
ぼ

集
しゅう

条
じょう

件
けん

などの必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

したり、自
じ

分
ぶん

の都
つ

合
ごう

など

に関
かん

係
けい

がある部
ぶ

分
ぶん

を突
つ

き止
と

めて、自
じ

分
ぶん

の条
じょう

件
けん

と比
くら

べた

りするような問
もん

題
だい

です。「どのようなテキストから」と

いう観
かん

点
てん

では、「生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

」や、

■ การอาน
จุดประสงคของการอานคือการรับขอมูลบางอยางจากบทอาน 

สําหรับ “การอาน” ในขอสอบแบบใหมจะตั้งโจทยโดยอาศัยหลักการ 2 

ประการ คือ “ประเภทของบทอาน” และ “วิธีการอาน”

อันดับแรก “ประเภทของบทอาน” จะใชบทอานที่มีรูปแบบหลาก

หลายโดยคํานึงถึงสิ่งแวดลอมที่อยูรอบตัวผูสอบ ดังนี้

หัวเรื่อง

และเนื้อหา

ของบทอาน

สิ่งที่เกี่ยวของกับการเรียน สิ่งที่ใชจริงที่พบเห็นใน

ชีวิตประจําวัน สิ่งที่เกี่ยวของกับงาน เปนตน

ชนิดของ

บทอาน

ขอความอธิบาย ขอความแสดงความคิดเห็น 

บทวิจารณ ความเรียง ขอความประชาสัมพันธ

ที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน เอกสารที่ใชในงาน

รูปแบบของ

บทอาน

รูปแบบบทความทั่วไป การเขียนเปนหัวขอ ตาราง

และกราฟ

ลําดับตอไปจะขอกลาวถึง “วิธีการอาน” ซึ่งมีอยู 4 แบบ ดังนี้

บทอานทั้งหมด บทอานบางสวน

อานแบบเร็ว
A. อานทั้งหมด

   อยางรวดเร็ว

B. อานบางสวน

   อยางรวดเร็ว

อานแบบละเอียด
C. อานทั้งหมด

   อยางละเอียด

D. อานบางสวน

   อยางละเอียด

ผลจากการที่นําหลักการเหลานี้มาพิจารณาโครงสรางขอสอบ 

ทําใหมีรูปแบบเพิ่มเติมขึ้นมาใหม 2 แบบคือ โจทยที่วัด “ความเขาใจ

แบบบูรณาการ” กับโจทยที่ให “คนหาขอมูล”

“ความเขาใจแบบบูรณาการ” เปนโจทยที่ใหเปรียบเทียบบทอาน

ทีม่คีวามสมัพนัธกนัหลายๆ บทและบูรณาการใหเปนหน่ึงเดยีว เชน 

ขอสอบประเภทที่ใหอานบทอาน 2 บทที่เขียนเรื่องเดียวกันจากจุดยืน  

ทีแ่ตกตาง แลวทาํความเขาใจจดุทีเ่หมือนและแตกตางกนัโดย “ประเภท

บทอาน” จะมีบทอานหลายๆ รูปแบบ สวน “วิธีการอาน” ก็จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ “D.อานบางสวนอยางละเอียด”

“การคนหาขอมลู” เปนโจทยที่ใหหาขอมลูทีจ่าํเปนตามวตัถุประสงค 

เชน การดูประกาศรับสมัครงานพิเศษ ผูอานจะกวาดสายตาดู

ทั้งหมดเพื่อหาขอมูลที่จําเปน เชน เงื่อนไขในการสมัคร จากนั้น

จะหาขอมูลที่เขากับเงื่อนไขของตน โดย “ประเภทบทอาน” จะเปน

รูปแบบ “ขอความประชาสัมพันธที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน” และ 

“ขอความที่เปนหัวขอหรือตาราง” สวน “วิธีการอาน” จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ ”B.อานบางสวนอยางรวดเร็ว”
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「箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

」などの形
けい

式
しき

が考
かんが

えられます。「どのよ

うに情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では、「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」に該
がい

当
とう

します。

■聴
ちょうかい
解

聴
ちょう

解
かい

とは、聞
き

き手
て

が話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を聞
き

き、課
か

題
だい

や目
もく

的
てき

に応
おう

じて、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や 話
わ

題
だい

に関
かん

する知
ち

識
しき

とそれらを

利
り

用
よう

する能
のう

力
りょく

を合
あ

わせて使
し

用
よう

しながら、情
じょう

報
ほう

を処
しょ

理
り

し、

理
り

解
かい

していく過
か

程
てい

です。現
げん

実
じつ

のコミュニケーションで

は、聞
き

き手
て

は、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に情
じょう

報
ほう

を受
う

け取
と

るだけの受
うけ

身
み

的
てき

な存
そん

在
ざい

ではありません。聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

は、状
じょう

況
きょう

によっ

て様
さま

々
ざま

に異
こと

なります。例
たと

えば、ラジオやアナウンスを

聞
き

く状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

は話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

るだけですが、対
たい

面
めん

で会
かい

話
わ

している状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

にもあいづち、応
おう

答
とう

、話
はな

す順
じゅん

番
ばん

の交
こう

替
たい

などが求
もと

められ

ます。新
しん

試
し

験
けん

では、発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

するだけでなく、

応
おう

答
とう

が求
もと

められる聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

を設
せっ

定
てい

した問
もん

題
だい

として、

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」と「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が

新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」は、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

にどのように応
おう

答
とう

するの

がふさわしいかを即
そく

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。短
みじか

い発
はつ

話
わ

と、それに対
たい

する応
おう

答
とう

の選
せん

択
たく

枝
し

が音
おん

声
せい

で示
しめ

されて、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

への応
おう

答
とう

としてふさわしい

ものを選
せん

択
たく

します。

「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」は、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

にふさわしい発
はつ

話
わ

を即
そく

 

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。挨
あい

拶
さつ

・依
い

頼
らい

・許
きょ

可
か

求
もと

めなどのよく使
つか

われる表
ひょう

現
げん

を主
おも

に扱
あつか

ってい

ます。場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

は、音
おん

声
せい

による状
じょう

況
きょう

説
せつ

明
めい

とイラスト

で示
しめ

されます。この問
もん

題
だい

は聴
ちょう

解
かい

の他
ほか

の問
もん

題
だい

とは異
こと

なり、

話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

する形
けい

式
しき

となっています。実
じっ

際
さい

の

コミュニケーションでは、発
はつ

話
わ

が場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

に合
あ

って

いるかどうか判
はん

断
だん

することも必
ひつ

要
よう

な力
ちから

だと考
かんが

えられま

すので、新
しん

試
し

験
けん

では、適
てき

切
せつ

な発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

枝
し

から選
えら

ぶと

いう問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

を聴
ちょう

解
かい

問
もん

題
だい

として設
もう

けました。

《今
こん
後
ご
の予
よ
定
てい
》

『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイドブック』はすで

に公
こう

開
かい

されましたが、今
こん

後
ご

、英
えい

語
ご

版
ばん

も作
さく

成
せい

する予
よ

定
てい

です。

試
し

験
けん

の実
じっ

施
し

については、今
こ と し

年 12 月
がつ

に現
げん

行
こう

試
し

験
けん

とし

ては最
さい

後
ご

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

され、来
らい

年
ねん

７月
がつ

に

第
だい

１回
かい

の新
しん

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

されます。来
らい

年
ねん

７月
がつ

の第
だい

１回
かい

新
しん

試
し

験
けん

は、Ｎ１からＮ３までの３レベルのみ実
じっ

施
し

されま

す。 来
らい

年
ねん

12 月
がつ

の第
だい

２回
かい

試
し

験
けん

からは、Ｎ１からＮ５ま

■ การฟง
การฟงคือกระบวนการท่ีฟงคูสนทนาคุยและทําความเขาใจกับ

ขอมูลท่ีไดมาโดยใชความรูทางดานภาษาและความรูเก่ียวกับหัวเรื่อง

ที่สนทนา รวมท้ังการใชทักษะการฟงเพื่อใหไดตามจุดประสงคที่

ตองการ ในการสื่อสารจริง ผูฟงไมไดเปนผูรับขอมูลขาวสารเพียงฝาย

เดียว บทบาทของผูฟงนั้นจะแตกตางกันตามสถานการณ เชน หาก

เปนการฟงวิทยุหรือฟงประกาศ ผูฟงจะฟงทําความเขาใจในเนื้อหา

ที่ผูพูดพูดมาเทานั้น แตถาเปนการสนทนากัน ผูฟงจะมีปฏิกิริยา

ทาทาง การโตตอบและมีการเปลี่ยนบทบาทมาเปนผูพูด ในขอสอบ

แบบใหม จะไมใชแคตองทําความเขาใจในเน้ือหาที่มีการพูดเทาน้ัน 

ยังมีขอสอบที่กําหนดบทบาทของผูฟงใหมีการโตตอบดวย โดยเพิ่ม

รูปแบบใหมเขามา 2 แบบคือ “การตอบอยางฉับพลัน” กับ “สํานวน

การพูดคุย”

“การตอบอยางฉับพลัน” เปนขอสอบที่วัดวาผูสอบสามารถบอก

ไดอยางรวดเร็วไดหรือไมวาจะตอบส่ิงท่ีอีกฝายกลาวมาใหเหมาะสม

ไดอยางไร ซึ่งจะเปนบทสนทนาสั้นๆ และจะมตีัวเลือกที่เปนคําตอบ

แบบใหฟงเสียง ผูสอบจะตองเลือกคําตอบที่เหมาะสม

“สํานวนการพูดคุย” เปนขอสอบวัดวาผูสอบสามารถบอกไดอยาง

รวดเร็วหรือไมวาสํานวนคําพูดใดท่ีเหมาะสมหรือเขากับสถานการณ

นั้น โดยเนนสํานวนที่ใชบอยๆ ในการทักทาย การขอรอง การขอ

อนุญาต ซึ่งจะนําเสนอสถานการณโดยใชเสียงในการอธิบายและ 

ใชภาพประกอบ ขอสอบนี้จะแตกตางจากขอสอบฟงอื่นๆ ตรงที่เปน

รูปแบบใหเลือกบทพูดของผูพูด ในการสนทนาจริง ผูพูดจําเปนตองมี 

ความสามารถที่จะแยกแยะไดวาบทพูดน้ันเขากับสถานการณไดหรือ

ไม ในขอสอบแบบใหมจึงมีรูปแบบขอสอบการฟงที่เปนโจทยใหเลือก

บทพูดที่เหมาะสม

กําหนดการตอจากนี้
“คูมือขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” ภาษาญี่ปุนไดมีการ

เผยแพรเรียบรอยแลว ตอจากนี้จะมีกําหนดทําคูมือฉบับภาษาอังกฤษ

สําหรับการจัดสอบนั้น เดือนธันวาคมปนี้จะเปนการจัดสอบวัด

ระดับในรูปแบบปจจุบันเปนครั้งสุดทาย และเดือนกรกฎาคม ปหนา

จะจัดสอบขอสอบแบบใหมครั้งที่ 1 ซึ่งจะจัดสอบ 3 ระดับเทานั้นคือ

ระดับ N1-N3 และการสอบครั้งที่ 2 ซึ่งจัดในเดือนธันวาคม ปหนา จะ

จัดสอบทุกระดับตั้งแตระดับ N1-N5 การจัดสอบขอสอบแบบใหมนี้จะ
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で全
ぜん

レベルが実
じっ

施
し

され、毎
まい

年
とし

７月
がつ

と 12 月
がつ

の２回
かい

実
じっ

施
し

になります。ただし、海
かい

外
がい

では７月
がつ

の試
し

験
けん

を実
じっ

施
し

しな

い国
くに

・地
ち

域
いき

があります。できるだけ多
おお

くの国
くに

・地
ち

域
いき

で

実
じっ

施
し

する予
よ

定
てい

ですが、詳
くわ

しいことは日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホ

ームページをご覧
らん

ください。

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37

　国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金バンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化セ

ンター (JFBKK) では、2009 年
ねん

4 月
がつ

20 日
にち

( 月
げつ

) か ら 5 月
がつ

1 日
にち

( 金
きん

) ま

での 2 週
しゅうかん

間、第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育

研
けんしゅうかい

修会（通
つうしょう

称「集
しゅうちゅう

中研
けんしゅう

修」）を開
かいさい

催し

ました。前
ぜんはん

半の 5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コ

ース①」と「日
に ほ ん ご

本語コース」、後
こうはん

半の

5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コース②」を実
じ っ し

施

しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース①」では「授
じゅぎょう

業を生
い

き生
い

きさせるリソ

ースの活
かつようほ う

用法－初
しょきゅう

級授
じゅぎょう

業を中
ちゅうしん

心に－」と題
だい

し、教
きょうかし ょ

科書

授
じゅぎょう

業を活
か っ せ い か

性化するリソース（補
ほ じ ょ

助教
きょうざい

材）とその活
かつよ う

用

方
ほうほう

法の紹
しょうかい

介とともに受
じゅこうし ゃ

講者による模
も ぎ

擬授
じゅぎょう

業を行
おこな

いまし

た。

「日
に ほ ん ご

本語コース」は「学
がっこう

校で使
し よ う

用する日
に ほ ん ご

本語－日
に ほ ん ご

本語

教
きょうし

師の翻
ほんやくりょく

訳力と話
はな

す力
ちから

を高
たか

める－」をテーマに実
じ っ し

施し

ました。高
こうこ う

校で教
おし

えるタイ人
じん

教
きょ う し

師にとって、日
に ほ ん

本の

高
こうこう

校との交
こうりゅう

流プログラムや日
に ほ ん じ ん

本人ゲストが学
がっこう

校を訪
ほうもん

問

する際
さい

に配
は い ふ

布する日
に ほ ん ご

本語パンフレットの準
じゅんび

備、日
に ほ ん ご

本語

による応
おうたい

対等
など

には苦
く

慮
りょ

しているという声
こえ

をよく耳
みみ

にし

ます。そのため、この研
けんしゅう

修では「話
はな

す」「聞
き

く」「読
よ

む」

「書
か

く」の能
のうりょく

力を総
そうご う て き

合的に身
み

につけるとともに、学
がっこう

校

案
あんな い

内のパンフレット、学
がっこ う

校訪
ほう も ん し ゃ

問者歓
かんげ い

迎行
ぎょう じ

事での進
しんこ う

行

のことば、 日
に ほ ん じ ん

本人ボランティア募
ぼしゅう

集案
あんない

内など各
かくがっ こ う

学校で

実
じっさい

際に必
ひつよう

要な日
に ほ ん

本語
ご

を学
がくしゅう

習しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース②」には、周
しゅうへん

辺国
こく

のラオス、カンボジ

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ไดจัด

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37 ขึ้นระหวาง

วันจันทรที่ 20 เมษายน ถึงวันศุกรที่ 1 

พฤษภาคม 2552 รวม 2 สัปดาห ในสัปดาห

แรกมี 2 คอรสคือ คอรสวิธีการสอน ① และ

คอรสภาษาญี่ปุน สวนสัปดาหหลังเปนคอรส

วิธีการสอน ② 

คอรสวิธีการสอน ① หัวขอในครั้งนี้คือ 

“วิธีการใชสื่อตางๆ เพื่อสรางสีสันในการเรียนการสอนชั้นตน” วิทยากร

ไดแนะนาํสือ่และวธิกีารใชสือ่ตางๆ เพือ่ใหการเรียนการสอนภาษาญีปุ่น 

สนุกสนานและนาสนใจมากขึ้น และในทายการอบรมมีชั่วโมงสาธิต

การสอนเพื่อใหผูเขาอบรมมีโอกาสแลกเปล่ียนความคิดเห็นซ่ึงกันและ

กันดวย

คอรสภาษาญี่ปุน หัวขอในครั้งนี้คือ “การพัฒนาศักยภาพภาษา

ญี่ปุนเพื่อใชในงานโรงเรียนใหกับครูผูสอน” สําหรับครูชาวไทยที่สอน

ในโรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายมักจะประสบปญหาเกี่ยวกับ

ภาษาญี่ปุนท่ีใชในการตอนรับผูที่มาเยือนในโครงการแลกเปลี่ยนกับ

โรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายของญี่ปุ น หรือการจัดทําแผนพับ

ประชาสัมพันธโรงเรียนสําหรับแจกใหกับแขกชาวญ่ีปุ นที่มาเยี่ยม

โรงเรียน เพื่อเปนการแกไขปญหาดังกลาว ในคอรสนี้จึงจัดเนื้อหาเพื่อ

เพิ่มพูนศักยภาพใหครบทั้ง 4 ดานคือ “ฟง พูด อาน เขียน” พรอม

กับไดทดลองคิดและเขียนภาษาญี่ปุนท่ีคิดวาจําเปนตองใชในโรงเรียน 

เชนแผนพับประชาสัมพันธโรงเรียน คําอธิบายรายละเอียดโปรแกรม

งานตอนรบัแขกทีม่าเยอืนโรงเรยีน ใบประกาศรบัอาสาสมคัรชาวญ่ีปุน 

เพื่อมาชวยสอน เปนตน

คอรสวิธีการสอน ② ในคอรสนี้มีอาจารยสอนภาษาญี่ปุนจาก

จัดขึ้นทุกป ปละ 2 ครั้ง ทุกเดือนกรกฎาคมและเดือนธันวาคม อนึ่ง 

ในตางประเทศ บางประเทศหรือบางทองที่จะไมมีการจัดสอบในเดือน

กรกฎาคม อยางไรก็ตามจะพยายามใหมีการจัดสอบในหลายประเทศ

หรือหลายทองที่ สําหรับรายละเอียดโปรดดูเว็บไซตของการสอบวัด

ระดับภาษาญี่ปุน

第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育研
けんしゅうかい

修会　実
じっし

施報
ほうこく

告




